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審 査 結 果 の 要 旨
ホタテガイの養殖は,天 然において発生した幼生を付着期に採苗し,海 面で飼育した後に大き
さによって選択 し,中 間育成を経て地蒔放流,ま たは垂下養殖によって生産 されている。ホタテ
ガイは大量の幼生を産出するが,そ の うち成貝まで生残するのは少数であ り,こ の過程は種々の
自然および人為選択を受けていると考えられる。一方,海 産二枚貝類は魚類に比べて顕著に高い
遺伝的変異性を持ち,集 団中に多 くの有害遺伝子を保有 していることが予想 されている ことか














した。また,こ の時の生残個体の殻色は淡色の個体が無 くなっていることから,殻 色と生存性の
関係を示唆した。




集団にみられたホモ接合体過剰が放流後に認められな くなっていることを示 し,ホ モ接合体が選
択されていることを明らかにした。 これらのことからホタテガイの種苗生産には初期に有害遺伝
子を除去するような選択が効果的であることを示 した。よって,農 学博土の学位を授与するに充
分な価値があると判断した。
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